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毎年，小・中学生を対象に電子工作によるものづくり体験を通し，電子技術あるいは科学技術
に興味を持ってもらう目的で実施している.企画内容は、予め準備した電子回路図に基づいて，
次ページに示すような様々な回路部品をプリント回路基板上にハンダ付けして作品を完成する
ものである.初心者にとっては，マンツーマンによる技術指導の下で気軽にものづくりの達成
感を得る絶好の機会となっている.し
たがって，初心者には入門編としてた
いへん人気があり，これを契機に，電
子工作に興味や自信を持った人の一部
は毎年参加しているようである.この
ようなリピータを意識して，今や我々
は新たなオリジナル作品を提供する義
務感さえ覚えている.
完成品
昨年まではオープンキャンパスのー企画として実施していたが，今年は大学祭との同時開催
となったことから、参加対象者を拡大して小学生高学年から大学生までとした.作品は昨年人
気のあったDC-ACインバータを応用した r単 3乾電池 1本で白色LEDが点灯するミニラ
イトの製作』を再度提供した.部品数は 13個で，ハンダ付けポイント数33笛所の電子工作
実施回数 実施時間 参加者数
1 10:00- 2 0名
2 11:00- 2 0名
3 13:00- 2 0名
4 1 4・00- 2 0名
5 15:00- 2 0名
合計 100名
参加者内訳:
小学 3年生以下 1 1名
小学 4-6年生: 5 5名
中学生 : 1 7名
高校生: 1 4名
大学生: 2名
記入不明者 1名
電子工作の既体験者 74名
電子工作が初めての者 2 6名
キットを 100組準備した.
左表に今回の企画の実施時間と参加者数およびそ
の内訳を示す.説明時間 5分，製作時間 40分，交
代と準備時間 10分の時間配分で 1時間ごとに先着
順受付を行った.
参加者の一部には，時間内に完成できなかった者
や部品の取付けミスで動作しないなどのトラブルが
発生し， 31Jのテーブルに移動してもらい完成を待つ
場面もあった.また，今回入手した小型コイル(イ
ンダクタ)にはリード線を折り曲げると部品内部で
接触不良を起こすものが混在していために，動作不
良の原因が特定できず修理担当者を悩ませた さら
に，プリント基板の設計では，実用に供する目的か
ら単三乾電池ホルダーの底面積と同一寸法に収めた.
このために，鋸箔パターンの間隔が狭い部分へのハ
ンダ付け作業にやや苦労したのではないかと恩われ
る.
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担当技術部
安 部品の取り付けとハンダ付けの順番
① 抵抗 (3種類)
② コイル
③ 1 C 
④ スイッチ
⑤ コンデンサ (3種類)
⑤ トランジス9
⑦ 白色LE D (発光ダイオード)
⑧回路動作確認 (技術指導担当者)
⑨電池ホルダー
* 製作部品配置図
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